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研究成果の概要（和文）：本研究は近現代世界の戦争・暴力をめぐる問題群のなかに「アジア・太平洋戦争史」
を位置づける比較・総合の観点に立った国際的・学際的な研究・教育プロジェクトの展開を目的として、（１）
「比較アジア・太平洋戦争史」国際研究教育セミナーの開催、（２）英語ベースの「比較アジア・太平洋戦争
史」資料・文献・教材集および実験授業パッケージの開発・実施、（３）若手研究協力者のプロジェクトへの参
加を通じた育成の３事業を相互に関連させつつ実施した。

研究成果の概要（英文）：This project aims to develop international and multi-disciplinary research 
and education program on “the Asia-Pacific War” from the perspectives to compare and synthesize 
the subject as a major incident in the global history of war and violence. Major achievements: (1) 
holding series of international research and education seminars under the title of “Asia Pacific 
War: History, Comparison, and Synthesis”; (2) compilation, translation, and publication of 
important historical documents relating to Asia-Pacific War in English for the use of undergraduate
/ graduate classes and development of a sample graduate/ undergraduate coursework in English; and 
(3) recruiting young scholars joining the project and training them. Through these activities this 
project attempt to make better known the Asia-Pacific War studies in Japan internationally and to 
prepare a new dimension in the Asia-Pacific War studies with the next generation research scholars.

研究分野： 史学・地域研究
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　アジア・太平洋戦争史（アジアにおける第2次世界大戦史）を、大規模暴力とその記憶、真実と和解などの問
題を焦点において広く国際比較の視点から研究し、またその研究成果を、多国籍の学生を対象とする国際教育の
場に還元すること、そのプロセスを通じて日本だけでなく世界の若手研究者を育成することを目的とした。
　このプロジェクトを展開することによって、大規模暴力の原因や、戦争犠牲をめぐる記憶の政治学などをめぐ
り、最先端の研究成果を共有して歴史教育に還元していくための国際的なモデルづくりと教育研究ネットワーク
の形成が実現した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
近年の日本における「アジア・太平洋戦争史」は、1990 年代以来の共同研究の蓄積が開花し、

また新史料の発見・利用に基づく実証研究の成果が多数発表・刊行されてきたその一方、日本
における「アジア・太平洋戦争史」の研究教育には国際的発信力の弱さ、比較史の視点の弱さ
という相互に関連する重大な課題が残されている。とくに 2 点の課題が指摘できる。 
  （１）「アジア・太平洋戦争史」は近現代世界において繰り返されてきた戦争・暴力をめぐる
諸問題に対してきわめて有効な知見を提供し得るにもかかわらず、海外・異分野に対する研究
成果の発信と交流が十分とは言い難い。またそれゆえに「アジア・太平洋戦争史」は一般に比
較史の視点が弱く、近現代世界の大規模暴力に共通する「真実と和解」をめぐる問題群──発
生の原因・構造、法的正義、被害者・加害者の「心の傷」、博物館・メモリアルなど公的記憶の
構築、歴史和解の制度化の有無など──のなかで「アジア太平洋戦争史」を考究する視点が十
分に構築できていない。 
  （２）グローバリゼーションの一方でナショナリズムのぶつかり合いが深刻化している東ア
ジア国際関係において「歴史摩擦」は大きな争点となっている。その一方、過去 10 年のあい
だに日本でも飛躍的に進んだ大学・大学院の国際化（在学生の多国籍化）に「アジア・太平洋
戦争史」は、研究教育分野として十分に対応しきれていない。国際化した学びの場としての大
学・大学院は、国際社会で活動する市民に必要とされる「あたりまえの教養」として「アジア・
太平洋戦争史」を共有するコモングラウンドを回復する貴重な場となり得るはずである。 
 
２．研究の目的 
 
以上の観点から、本研究は、日本で優れた研究を蓄積してきた「アジア・太平洋戦争史」を

研究・教育の両面で国際化し、近現代の戦争・暴力をめぐる問題群のなかに位置づける比較史
の観点を強化するとともに、国際化した多国籍の学生が学ぶ場としての内外の大学・大学院で、
専攻や国籍を超えて「アジア・太平洋戦争史」を「あたりまえの教養」として共有できる教材・
シラバスの開発を目的として設定した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は比較・総合の観点に立つ「アジア・太平洋戦争史」の国際的・学際的研究・教育プ

ロジェクトの展開を目的として、下記 3事業を相互に関連させつつ実施した。 
(1) 国際研究教育セミナーの開催 
(2) 英語ベースの資料・文献・教材集および実験事業の開発・実施 
(3) プロジェクト参加を通じた若手研究協力者育成 

 
４．研究成果 
 
研究初年度の平成 27年度は、まず上記（研究の方法、以下同）（１）に関連して、第１回セ

ミナー（テーマ：大戦終結 70 年）を 2015 年 8 月 11 日（東京、一橋大学）、第２回セミナー（戦
争の記憶・若手研究者発表）を 2016 年 3月 5日および 6日（マニラ、アテネオ・デ・マニラ大
学）、第３回（戦史叢書英訳プロジェクト）・４回（戦争の記憶・若手研究者発表）セミナーを
2016 年 3月 25 日および 26日（東京、一橋大学）で実施した。また（２）に関連して、アジア・
太平洋戦争史に関する代表的な史資料の英訳状況を調査検討した。さらに一橋大学において授
業科目として Topics of Modern and Contemporary History（現代史特論）を開講した。さら
に（３）に関連して、上記の事業を遂行する若手研究協力者３名を雇用し、このうち博士学位
取得者の中村江里氏および清水由希江氏を年度後半において科学研究費研究員として採用、主
として中村氏には英訳事業、清水氏には研究会議の企画運営および授業パッケージの開発に協
力してもらった。 
研究２年目となる平成 28 年度は、まず上記（１）に関連して、2017 年 3 月 4-5 日に第 5 回

セミナー「岐路に立つグローバリゼーションと歴史実践」を実施した。また（２）に関連して、
前年度に一橋大学で行った授業(Topics of Modern and Contemporary History「現代史特論」)
の成果を踏まえ、新たな内容を追加し前期に科研費研究員の清水由希江氏の担当で開講した。
さらに、前年度に英訳を進めたアジア・太平洋戦争史に関する代表的な史資料を用いる授業を
後期に開講した。また、2016 年 7月 21 日・8月 4-5 日の 3日間に実験的なサマースクールを実
施し、フィールドワーク用の資料の英訳を行った。教材作成目的で濱谷正晴一橋大学名誉教授
が進めている被爆者調査資料アーカイブのデジタル化も推進した。（３）においては、一橋大学
ジュニアフェローの中村江里氏を研究分担者とし、科学研究費研究員として清水氏に若手研究
者を講師として招聘したサマースクールの企画運営、根本雅也氏に研究会議の企画運営におい
て協力してもらった。 
平成 29年度は、上記(1)に関連して、2017 年 12 月 2日に第 6回セミナー「「ラッセル法廷」

50 周年」を実施した。また、2018 年 3月 2-3 日にパリ(フランス)の EHESS 社会科学高等研究院
にて EHESS-日仏財団との共催で European Perspectives on World War II in Asia Pacific War



を開催し、Ann-Sophie Schoepfel 氏(Sciences Po Paris)と Henning Fauser 氏 (Institut d’ 
etudes politiques de Rennes)による研究報告を行った。続いて 2018 年 3月 10-11 日に一橋大
学にて Asian Experiences of World War II in the Asia-Pacific を開催し、Kelly Maddox 氏
(一橋大学－大和スコラ－)、Iris Haukamp 氏(東京外国語大学)による研究報告を行った。また
(2)に関連して、実験授業を継続して複数開講するなどして、授業の開発・研究を進め、根本雅
也氏（立命館大学－日本学術振興会ＰD）と佐藤雅也氏（東京大学）に授業担当を依頼した。2017
年 7月 30 日・8月 1日にサマーセミナーを実施した。史資料の英語翻訳も継続して行った。 
最終年となる平成 30 年度は、（1）フィリピンと日本の戦後和解の取り組みをテーマに 2018

年 6月 9日に一橋大学にて、第 7回研究会議／シンポジウム「先の戦争に学ぶ、歩むべき平和
への道」を実施した。また、国際ワークショップとして 2018 年 7 月 28 日に東京大学にて
Resituating Asia-Pacific War in a Global Context:New Researches by Young Scholars and 
Round Table Discussion (東京：東京大学）を開催し、ヨーロッパと日本の若手研究者による
研究交流を行った。さらに、2018 年 9 月 28 日に福岡国際会議場で行われた第 4 回世界社会科
学フォーラム（WSSF2018）にて、Reconsideration of the Welfare State in the light of 
Hibakusha と題したパネルセッションを共催した。 (2) 実験授業を継続して複数開講し、授業
の開発・研究を進めた。実験授業の一つでは、上記 7月の国際ワークショップに参加した日本、
イギリス、フランス、ドイツからの若手研究者にもレクチャーを依頼し、オムニバス授業によ
る 5日間の集中講義コースを実施した。 (3)上記の事業を通じて、ポスドクを中心として国内、
アジア、ヨーロッパを拠点とする多様な若手研究者のプロジェクトへの参加を促し、前年度ま
でに築いた研究ネットワークを強化・拡大することができた。 
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